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消防団員の人たちは、日頃から訓練を行なっています（６月２５日／火災防ぎょ訓練にて）
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現
在
、
第
３
分
団

２
部
（
南
條
）
の

消
防
車
庫
の
隣
に
、
駐
車

場
が
あ
り
ま
せ
ん
。
本
年

度
よ
り
、
同
部
に
は
中
地

区
が
合
流
し
、
中
・
南
條
・

善
光
・
外
善
光
の
４
地
区

が
担
当
と
な
り
ま
し
た
。

火
災
発
生
時
に
、
車
で
駆

け
つ
け
、
消
防
車
で
の
出

動
と
な
り
ま
す
が
、
駐
車

ス
ペ
ー
ス
は
ゼ
ロ
で
す
。

ま
た
、
消
防
車
庫
も
何
十

年
も
経
過
し
、
ぜ
ひ
駐
車

質
問

場
を
含
め
た
整
備
を
早
急

に
お
願
い
し
ま
す
。

  　

  

駐
車
場
は
、
地
区

と
の
調
整
を
図
り

な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討

し
ま
す
。

 　
　

 

第
３
分
団
２
部
の

消
防
団
員
11
人
は
、

全
員
会
社
員
で
す
か
。

        

就
業
形
態
は
、
11

人
中
10
人
が
被
雇

用
者
、
１
人
が
自
営
業
で

す
。
当
町
に
お
い
て
も
、

消
防
団
員
を
取
り
巻
く
社

会
情
勢
や
、
就
労
環
境
等

が
大
き
く
様
変
わ
り
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
団

員
の
確
保
が
非
常
に
厳
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
町
全
体
の
就
業
構

造
と
し
て
、
被
雇
用
者
の

割
合
が
高
い
状
況
の
中
で
、

消
防
団
の
活
動
に
出
や
す

い
環
境
に
あ
る
人
材
を
、

ど
の
よ
う
に
確
保
し
て
い

く
か
が
大
き
な
命
題
で
す
。

 　
　

 

消
防
団
員
11
人
が
、

平
日
の
昼
間
は
全

員
地
元
か
ら
い
な
く
な
り

ま
す
。
当
町
の
平
日
昼
間

の
火
災
時
、
地
元
消
防
団

不
在
の
と
き
に
は
、
ど
の

よ
う
な
消
火
体
制
を
と
っ

て
い
ま
す
か
。

 　

   

地
域
住
民
に
、
初

期
消
火
用
の
消
火

栓
を
最
大
限
に
活
用
し
て

い
た
だ
き
、
消
防
署
や
消

防
団
が
火
災
現
場
に
到
着

す
る
ま
で
の
消
火
を
お
願

い
し
ま
す
。
ま
た
、
地
域

住
民
自
ら
が
、
わ
が
家
、

わ
が
地
区
の
防
災
は
い
か

に
し
よ
う
と
考
え
、
防
災

活
動
の
企
画
運
営
を
行
な

う
自
主
防
災
組
織
の
立
ち

上
げ
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

こ
の
自
主
防
災
組
織
と
消

防
団
と
の
関
係
が
深
ま
り
、

相
互
が
連
携
を
強
化
す
る

こ
と
で
、
消
防
団
員
が
手

薄
と
な
る
昼
間
の
活
動
体

制
を
自
主
防
災
組
織
が
補

助
で
き
る
仕
組
み
づ
く
り

が
検
討
で
き
る
も
の
と
考

え
ま
す
。
現
在
、
町
内
に

は
自
主
防
災
組
織
の
活
動

を
始
め
て
い
る
地
区
が
数

回
答

質
問

回
答

質
問

回
答

平
日
昼
間
の
火
災
対
応
は
？

自
主
防
災
組
織
の
充
実
に

努
め
ま
す

［
総
務
課
長
］

カ
所
あ
り
ま
す
。
町
内
す

べ
て
の
地
区
で
活
動
が
行

な
わ
れ
て
い
く
よ
う
、
今

後
の
課
題
と
し
て
取
り
組

み
ま
す
。
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